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本報告書は、秋田市環境基本条例（平成１１年秋田市条例第１５号）第１０条の規定に基づき、本市
の環境の状況、市が講じた環境施策の実施状況等を明らかにするため、作成したものです。
本報告書の内容は、秋田市環境基本計画（平成２４年３月改定）で定めた数値目標の達成状況および

主な取組の状況について記載しています。
平 成 ２ ９ 年 １ ２ 月
秋田市環境部環境総務課
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環境基本計画数値目標の達成状況

第１章　清らかな水とさわやかな空気のもと、健やかなくらしを守ります

第１節　大気環境

目標値
目標
年度

評価
（※）

課所室

二酸化窒素
環境基準の維持達成
（１日平均値の年間98％値が0.06ppm以下）

32年度 ◎ 環境保全課

浮遊粒子状物質
環境基準の維持達成
（１日平均値の年間２％除外値が0.10mg/㎥以下）

32年度 ◎ 環境保全課

光化学オキシダント
環境基準の達成
（１時間値が0.06ppm以下）

32年度 → 環境保全課

二酸化いおう
環境基準の維持達成
（１日平均値の年間２％除外値が0.04ppm以下）

32年度 ◎ 環境保全課

微小粒子状物質
環境基準の維持達成
（１年平均値15μ g/㎥以下かつ１日平均値の年
間98%値35μ g/㎥以下）

32年度 ◎ 環境保全課

ベンゼン
環境基準の維持達成
（１年平均値が0.003mg/㎥以下）

32年度 ◎ 環境保全課

トリクロロエチレン
環境基準の10分の１の値の維持達成
（１年平均値が0.02mg/㎥以下）

32年度 ◎ 環境保全課

①
　
大
気
汚
染

環境指標

１年平均値11.3μ g/㎥
１日平均値の年間98%値24.6μ g/㎥

年平均値　0.00079mg/㎥

年平均値　0.000027mg/㎥

１日平均値の年間98％値　0.014ppm

１日平均値の年間２％除外値　0.029mg/㎥

１時間値の最高値0.08ppm、年平均値0.039ppm

２８年度実績値

１日平均値の２％除外値　0.003ppm

※評価（目標年度を経過したものについても、参考として評価をしています。）
　◎　 【目標達成】目標を達成、維持している。
　↑ 　【目標未達】前年度比で数値が改善した。
　→ 　【目標未達】前年度比で数値が横ばいである。
　↓ 　【目標未達】前年度比で数値が悪化した。
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テトラクロロエチレン
環境基準の10分の１の値の維持達成
（１年平均値が0.02mg/㎥以下）

32年度 ◎ 環境保全課

ダイオキシン類
環境基準の維持達成
（年間平均値が0.6pg-TEQ/㎥以下）

32年度 ◎ 環境保全課

二酸化窒素
（自動車排ガス）

環境基準の維持達成
（１日平均値の年間98％値が0.06ppm以下）

32年度 ◎ 環境保全課

一酸化炭素
（自動車排ガス）

環境基準の10分の１の値の維持達成
（１日平均値の年間２％除外値が１ppm以下）

32年度 ◎ 環境保全課

平成22年度＝181台/343台
→ 平成32年度＝100％

32年度 ↑ 環境総務課

第２節　水環境

目標値
目標
年度

評価
（※）

課所室

環境基準健康項目
環境基準の達成
（カドミウム等27項目）

32年度 ◎ 環境保全課

環境基準生活環境項
目

環境基準の達成
（pH等６項目、河川のBODを除く。）

32年度 → 環境保全課

河川のＢＯＤ 環境基準からさらに引き下げて設定 32年度 → 環境保全課

ダイオキシン類
環境基準の維持達成
（1pg-TEQ/L以下）

32年度 ◎ 環境保全課

②　公用車の低公害車導
　入率

①
　
大
気
汚
染

２８年度実績値

22河川、34地点で調査を行い、１地点で環境基準が達成
できなかった

河川２地点、海域１地点で調査を行い、全ての地点で環
境基準を達成していた。
  河川
　　最低値　0.056pg-TEQ/L
　　最高値　0.34pg-TEQ/L
　　平均値　0.20pg-TEQ/L
  海域
 　  0.074pg-TEQ/L

年平均値　0.000038mg/㎥

年平均値　0.012pg-TEQ/㎥

年間98％値　0.023ppm

１日平均値の年間２％除外値　0.5ppm

64.0%（194台/303台）

12河川、20地点で調査を行い、すべてにおいて環境基準
を達成していた。

22河川、34地点で調査を行い、大腸菌群数が24地点で
環境基準を達成できなかった。

①
　
水
質
汚
濁

環境指標
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環境基準の達成 32年度 ↓ 環境保全課

平成22年度＝95.5％
→ 平成30年度＝97.0％

30年度 ◎
上下水道局
総務課

平成17年度＝41件
→ 平成27年度＝半減

27年度 ◎ 環境保全課

第３節　生活環境

目標値
目標
年度

評価
（※）

課所室

環境基準の維持達成
（平成22年度＝100％
→ 平成32年度＝100％）

32年度 ◎ 環境保全課

要請限度以下のレベルを維持達成
（平成22年度＝100％
→ 平成32年度＝100％）

32年度 ◎ 環境保全課

苦情件数の低減
（平成17年度＝19件
→ 平成32年度＝件数半減）

32年度 → 環境保全課

環境基準の維持達成
（平成22年度＝100％
→ 平成32年度＝100％）

32年度 － 環境保全課

98.3％

一般環境における昼間および夜間の騒音調査を市内５
か所で行い、全ての時間区分で環境基準を達成してい
た。
一般環境騒音調査　　５地点24時間連続
環境基準適合率　昼100%  夜100%

２８年度実績値

平成元年度から市域を１kmメッシュで区切り、５年間で一
巡する地下水質測定計画を定め、地下水質調査を行っ
ている。
平成28年度は、市内20か所の井戸で調査を行い、２井戸
で硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素が環境基準を超過し
た。

事故件数　１９件

苦情件数　19件

該当事業なし

主要幹線道路沿いの10か所で昼間および夜間の交通振
動調査を行い、全調査箇所、全時間帯で要請限度を下
回っており、人体に感じないレベルであった。

②　地下水

③　汚水の処理率

④　水質汚濁事故

環境指標

①　一般環境騒音

②　道路交通振動

③　悪臭

④　土壌の重金属
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環境基準の維持達成
（平成22年度＝100％
→ 平成32年度＝100％）

32年度 ◎ 環境保全課

第２章　多様な自然をとうとび、身近な緑に親しみ、豊かな心をはぐくみます

第１節　自然環境

目標値
目標
年度

評価
（※）

課所室

平成19年度＝83.8％
→ 平成32年度＝83.6％
→ 平成42年度＝83.5％

42年度 ↑ 都市計画課

第２節　身近な自然

目標値
目標
年度

評価
（※）

課所室

平成19年度＝1,837ha
→ 平成29年度＝1,877ha

29年度 ↑ 公園課

平成17年度＝ほぼ100％
→ 平成27年度＝100％

27年度 ◎ 道路維持課

２８年度実績値

２８年度実績値

100％

1,853ha

83.2％（H27.10.1現在）

公共用地を中心とした一般環境３か所、発生源周辺３か
所で調査を行い、全ての地点で環境基準を達成してい
た。
　一般環境
　　最低値　0pg-TEQ/g
　　最高値　0.027pg-TEQ/g
　　平均値　0.013pg-TEQ/g
　発生源周辺
　　最低値　0.014pg-TEQ/g
 　 最高値　2.3pg-TEQ/g
　　平均値　1.5pg-TEQ/g

⑤　土壌のダイオキシン類

環境指標

市域の緑地等の割合

環境指標

①　市街化区域内におけ
　る緑地面積

②　市街化区域内におけ
　る幹線市道の街路樹整
　備率
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第３節　自然の公益的機能

目標値
目標
年度

評価
（※）

課所室

平成21年度＝68.0％
→ 平成32年度＝69.0％

32年度 → 産業企画課

平成21年度＝2,591ha
→ 平成27年度＝7,870ha

27年度 ◎ 産業企画課

平成21年度＝8,370t
→ 平成27年度＝58,454t

27年度 ◎ 産業企画課

平成21年度＝０t
→ 平成27年度＝2,250t

27年度 － 産業企画課

平成21年度＝10.6％
→ 平成32年度＝10.6％

32年度 ◎ 産業企画課

平成22年度＝31件
→ 平成32年度＝45件以上

32年度 ↓
環境都市
推進課

第４節　歴史的・文化的環境

目標値
目標
年度

評価
（※）

課所室

平成22年度＝553,049人
→ 平成27年度＝725,000人

27年度 ↑ 文化振興課

10,092ha

２８年度実績値

547,231人

95,874ｔ

該当事業なし

２８年度実績値

10.6％

16件

67.8％

環境指標

①　市面積に占める森林
　面積の割合

②　間伐実施面積

③　間伐実施による二酸
　化炭素吸収量

④　バイオエタノールの製
　造原料としてのもみがら
　の利用

⑤　市面積に占める農用
　地面積の割合

⑥　海辺の保全のための
　ボランティア清掃に係る
　支援件数

環境指標

市の歴史的、文化的施設
への入場者数
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第３章　知恵と工夫で、限りある資源とエネルギーを大切にします

第１節　廃棄物

目標値
目標
年度

評価
（※）

課所室

平成11年度＝618g/人･日
→ 平成24年度＝10％以上削減、556g/人･日
以下

24年度 ◎
環境都市
推進課

平成11年度＝49,138t/年
→ 平成24年度＝15％以上削減、41,767t/年以
下

24年度 ↑
環境都市
推進課

平成11年度＝23.6％
→ 平成27年度＝38％以上

27年度 ↓
環境都市
推進課

平成11年度＝20,798t
→ 平成27年度＝90％以上削減、2,079ｔ以下

27年度 ↑
環境都市
推進課

第２節　エネルギー・水資源

目標値
目標
年度

評価
（※）

課所室

平成21年度＝2,151kWh/年･人
→ 平成32年度＝10％減、1,935kWh/年・人

32年度 → 環境総務課

平成21年度＝40,235千㎥/年
→ 平成32年度＝10％減、36,211千㎥/年

32年度 → 環境総務課

平成22年度＝92.4％
→ 平成28年度＝95％以上

28年度 ◎
上下水道局
総務課

平成20年度＝65％
→ 平成32年度＝70％

32年度 ◎ 住宅整備課71％（平成25年住宅・土地統計調査）

44,940t

28.9％

２８年度実績値

512g/人･日

3,558t

2,123kWh/年・人（平成26年度末現在）

95.0％

43,871千㎥/年（平成27年度末現在）

２８年度実績値

環境指標

①　市民一人あたりの家庭
　系ごみの排出量
　（資源化物を除く。）

②　事業系ごみの排出量
　（資源化物を除く一般廃
　棄物）

③　一般廃棄物のリサイク
　ル率

④　最終処分場への埋立
　量

環境指標

①　市民一人あたりの家
　庭系の電力使用量（電
　灯需要）

②　市内での都市ガス使
　用総量

③　水道施設の整備（有
　効率の向上）

④　省エネルギー住宅比
　率
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第４章　世代や地域を越えてともに語らい、環（わ）となって取り組みます

第１節　環境保全活動

目標値
目標
年度

評価
（※）

課所室

平成17年度＝３団体
→ 平成27年度＝５団体

27年度 ◎ 環境総務課

第５章　一人ひとりが秋田を知り、地球に学び、未来を想い、行動します

第１節　環境教育・環境学習

目標値
目標
年度

評価
（※）

課所室

平成17年度＝40クラブ、987名
→ 平成27年度＝40クラブ、1,000名以上

27年度 ◎ 環境総務課

平成22年度＝41回、1,908名
→ 平成32年度＝45回、1,800名

32年度 ↑ 環境総務課

第２節　地球環境問題

目標値
目標
年度

評価
（※）

課所室

平成２年度＝2,936千t-CO2

→ 平成32年度＝平成２年度比10％減
32年度 → 環境総務課

平成24年度＝129,803t-CO2

→ 平成28年度＝平成24年度比４％減
28年度 ◎ 環境総務課

２８年度実績値

５団体

23クラブ、1,287名

122,722t-CO2（平成24年度比5.9％減）

40回、1,683人

平成25年度（統計上の最新値）＝3,727千t-CO2

（平成２年度比26.9％増、対前年度比で0.9％増）

２８年度実績値

２８年度実績値

環境指標

①　市域の温室効果ガス
　排出量

②　秋田市役所の温室効
　果ガス排出量

環境指標

市で認定した自然環境保
全活動を行っている団体

環境指標

①　こどもエコクラブの登
　録認定数と参加子ども
　人数

②　出前講座の開催回数
　と受講者数
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主な取組の状況（平成２８年度）
第１章　清らかな水とさわやかな空気のもと、健やかなくらしを守ります

第１節　大気環境
(1) 大気環境の監視体制の整備等

取組名 ２８年度の取組実績 担当課所室

①　大気・水質等環境保
　全事業

・市内10か所の大気測定局で大気汚染物質の常時監視を行った結果、光化学オキシダントおよび非メタン炭化水素を除く５項目（二酸化いおう、
浮遊粒子状物質、二酸化窒素、一酸化炭素および微小粒子状物質）で、大気環境基準又は指針値を達成していた。
・測定機器の更新（土崎局の窒素酸化物計および茨島局、新屋局の風向風速計）を行った。

環境保全課

②　ダイオキシン類等対
　策事業

・大気２か所（年４回）、河川の水質と底質２か所、海域の水質と底質１か所、地下水１か所、土壌６か所で調査を行った。いずれも環境基準を達
成していた。
・ダイオキシン類対策特別措置法に係る特定施設を設置している２工場・事業所を立入検査し、ダイオキシン類の測定を行った結果、全ての施設
の各項目において、排出（処理）基準に適合していた。

環境保全課

(2) 工場・事業場対策の充実等

取組名 ２８年度の取組実績 担当課所室

①　大気・水質等環境保
　全事業

・公害関係法令等に基づき届出の審査、立入検査および指導を行い、規制基準の遵守を徹底させた。
・法対象施設の立入調査　　　　　　15工場・事業場
・特定粉じん排出等作業の立入調査　12件

環境保全課

②　公害防止協定の締
　結と運用

・公害防止協定に基づき、最善の公害防止対策を実施するよう求めるとともに、対策状況について報告を求めた。
・みちのくコカ・コーラプロダクツ（株）秋田工場の閉鎖に伴い、協議により協定書を解除した。 環境保全課

公害関係法令等に基づく届出 大気汚染防止法 秋田県公害防止条例

特定粉じん排出等作業実施届出 12件 －

氏名変更等届出 38件 19件

ばい煙発生施設の設置届出 ９件 ６件

ばい煙発生施設の廃止届出 18件 ７件
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(3) 自動車排ガス対策の充実等

取組名 ２８年度の取組実績 担当課所室

①　低公害車導入・普及 市民・事業者に率先して、公用車への低公害車導入を推進した。
　特殊車両を除いて算出した低公害車保有率は、平成27年度末時点では、63.0％（194台／308台）であったが、平成28年度末時点では64.0％
（194台／303台）と上昇している。
　※別添資料→41ページ

環境総務課

②　自転車等駐車場の
　整備

実績なし
交通政策課

③　道路改良事業 22路線、延長1,681mの道路改良工事を実施した。
道路建設課

④　交差点改良事業 実績なし
道路建設課

⑤　幹線道路整備事業・
　街路事業

外旭川新川線(寺内工区)の用地取得、建物移転補償、建物調査などのほか、泉外旭川線の支障物件移設補償、こ道橋新設詳細設計業務委託
などを実施した。また、千秋久保田町線の建物調査、秋田環状線（牛島駅前工区）の用地取得、建物移転補償、橋梁架替工事などを実施した。 道路建設課

⑥　交通安全施設等整
　備事業

道路反射鏡37基、道路照明灯５基、道路区画線153㎞および歩道300ｍを整備した。
道路維持課

⑦　道路緑化整備事業 街路樹の維持管理として、6,718㎡の植樹帯等の除草を実施したほか、1,918本の高木剪定ならびにツツジ等の冬囲いを実施するとともに、街路
樹欠損木の補植59本、通行の安全確保のため、街路樹根上がり補修を28か所実施した。 道路維持課

⑧　エコドライブの推進 エコドライブ講習会を開催した。
・開催日　平成28年５月20日(土)
・場所　秋田県警察運転免許センター
・参加者数　16名

環境総務課

⑨　地方バス路線維持対
　策事業

生活バス路線を確保するため、運行維持が困難な赤字バス路線への補助を行った。
・バス事業者：秋田中央交通株式会社
・補助系統数：58系統
・補助額：56,066千円（一般財源40,635千円、県補助15,431千円）

交通政策課

⑩　美の国あきたエコ交
　通キャンペーン

毎月第４金曜日をノーマイカーデーとして、庁内放送や広報により、徒歩や自転車、公共交通機関を利用した通勤への転換を呼びかけた。
・平成28年10月実績（重点実施月）
　ノーマイカーデー参加者　531名
　早起き時差出勤参加者　425名

交通政策課
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第２節　水環境
(1) 水環境の監視体制の整備等

取組名 ２８年度の取組実績 担当課所室

①　大気・水質等環境保
　全事業

人の健康の保護に関する項目については、調査を行った12河川、20か所すべてにおいて環境基準を達成していた。また、生活環境の保全に関
する項目では、調査を行った22河川、34か所において、生物化学的酸素要求量１か所、大腸菌群数が24か所で環境基準を達成できなかった。 環境保全課

②　有害化学物質対策
　事業

公共用水域の水質および底質調査を河川２か所（神内川、猿田川）、海域１か所（秋田港北250ｍ）で実施した結果、全箇所でダイオキシン類の
環境基準を達成していた。また、地下水の水質調査を１か所（下新城）で実施した結果、ダイオキシン類の環境基準を達成していた。 環境保全課

(2) 工場・事業場対策の充実等

取組名 ２８年度の取組実績 担当課所室

①　大気・水質等環境保
　全事業

公害関係法令等に基づき届出の審査、立入検査および指導を行い、規制基準の遵守を徹底させた。
・特定施設設置等届出件数　91件
・立入検査　63特定工場延べ83検体　693項目
　排水が基準に不適合だったのは２事業場で、不適合項目の内訳は水素イオン濃度が２件であった。

環境保全課

②　公害防止協定の締
　結と運用【再掲】

・公害防止協定に基づき、最善の公害防止対策を実施するよう求めるとともに、対策状況について報告を求めた。
・みちのくコカ・コーラプロダクツ（株）秋田工場の閉鎖に伴い、協議により協定書を解除した。 環境保全課

(3) 生活排水対策の充実等

取組名 ２８年度の取組実績 担当課所室

①　浄化槽設置整備事
　業

公共下水道事業計画（汚水処理計画）のうち、下水道事業計画の区域、農業集落排水事業による整備地域および個別排水処理施設整備対象
地域を除いた地域における浄化槽の設置促進のため、国・県の補助制度を活用し、設置費の一部を助成する制度を設けている。平成28年度
は、１件の補助申請があった。（参考：設置届件数　56件）

環境保全課

②　浄化槽整備推進事
　業

平成28年度は、浄化槽を２基設置した。
下水道整備課

③　農業集落排水事業 平成７年度供用開始をした下北手寒川地区農業集落排水施設について、下北手中央地区農業集落排水施設へ統合するため、管路接続工事を
行った。 下水道整備課

④　水洗便所改造資金
　融資あっせん制度お
　よび助成金制度

助成金利用件数
・融資あっせん　15件　あっせん金額　9,380千円
・助成金交付　206件　助成金額　6,040千円

給排水課
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取組名 ２８年度の取組実績 担当課所室

⑤　公共下水道事業 平成28年度末実績
・汚水面整備　Ａ＝28.2ha
・下水道普及率　93.0％
・処理可能人口　291,654人（住基人口：313,444人）

下水道整備課

⑥　流域下水道建設費
　負担金

秋田市負担分（81.09％）
・補助対象分  372,345千円
・単独分　０千円
・計　372,345千円

上下水道局総
務課

⑦　上下水道教室の開
　催

夏休み親子水めぐりの旅
・開催日　平成28年７月30日
・参加者　12名
・内容　施設見学、漏水探知体験
一般向け上下水道教室
・開催日　平成28年10月29日
・参加者　３名
・内容　施設見学、利き水体験

上下水道局総
務課

⑧　下水道設見学受け
　入れ

施設見学者数　５団体　150名
　　　　　　　　　　 内訳　小中高生（園児含）　２団体　112名
　　　　　　　 　　　　　　　一般　３団体　38名 (一般見学者数は、小中高生の引率者含む)

下水道施設課

⑨　下水道管渠改築事
　業

千秋久保田町地内ほかで、下水道管渠改築工事を実施
・下水道管渠改築延長　Ｌ＝1765.02ｍ
・工事費　185,073,120円

下水道整備課

第３節　生活環境
(1) 生活環境の監視体制の整備等

取組名 ２８年度の取組実績 担当課所室

①　生活環境保全事業 主要幹線道路沿い17か所および一般環境地域５か所で騒音の調査を実施した。また、主要幹線道路沿い10か所で振動の調査を行った。
・道路交通騒音調査
　全ての時間区分で環境基準を達成したのは15か所、超過したのは２か所であった。なお、全地点で要請限度を超過していなかった。
・一般環境騒音調査
　全調査地点、全時間帯で環境基準を達成していた。
・道路交通振動調査
　全調査地点、全時間帯で要請限度を超過していなかった。

環境保全課
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取組名 ２８年度の取組実績 担当課所室

②　ダイオキシン類等対
　策事業【再掲】

・大気２か所（年４回）、河川の水質と底質２か所、海域の水質と底質１か所、地下水１か所、土壌６か所で調査を行った。いずれも環境基準を達
成していた。
・ダイオキシン類対策特別措置法に係る特定施設を設置している２工場・事業所を立入検査し、ダイオキシン類の測定を行った結果、全ての施設
の各項目において、排出（処理）基準に適合していた。

環境保全課

③　有害化学物質対策
　事業

継続的に摂取される場合には、人の健康を損なうおそれのある物質で、大気汚染の原因となる有害物質については、市内２か所で汚染状況の
調査を行った。
このうち環境基準が定められているベンゼン、トリクロロエチレン、テトラクロロエチレン、ジクロロメタンの４物質については、環境基準を達成して
いた。

環境保全課

(2) 工場・事業場対策の充実等

取組名 ２８年度の取組実績 担当課所室

①　生活環境保全事業 騒音規制法および振動規制法に基づく以下の届出を受理した。
・騒音規制法に基づく届出　11件（設置・廃止・氏名変更等）
・振動規制法に基づく届出　 ７件（設置・廃止・氏名変更等）
・特定建設作業届出
　騒音規制法に基づく届出　17件
　振動規制法に基づく届出　16件

環境保全課

②　道路工事の環境指
　導

道路工事に関する許可証や承認証に、騒音、振動等に配慮するよう条件を付している。
・道路占用許可件数　2,284件
・自費工事施行承認件数　87件

建設総務課

(3) 生活環境の保全対策の充実等

取組名 ２８年度の取組実績 担当課所室

①　生活環境保全事業 騒音、振動、悪臭に関する苦情相談は合計で53件となっており、内訳は次のとおりであった。
・騒音苦情　33件（建物の建築・解体現場での重機による作業音、事業所から発生する作業音）
・振動苦情　 １件（騒音苦情と同じく建物の建築・解体現場での重機による振動）
・悪臭苦情　19件（畑等からの堆肥臭や腐敗臭、生活活動による雑排水からの悪臭、事業活動による悪臭等）

環境保全課

②　環境配慮指針の普
　及・啓発

「秋田市環境配慮行動計画」および「秋田市地球温暖化対策実行計画」について、ホームページへの掲載等により、その周知を図った。
環境総務課

③　開発行為の指導・許
　可

開発許可に際し、開発工事中の環境保全対策等の条件を付した。（平成28年度開発許可実績14件）
都市計画課

12



第２章　多様な自然をとうとび、身近な緑に親しみ、豊かな心をはぐくみます
第１節　自然環境

(1) 多様で貴重な自然の保全

取組名 ２８年度の取組実績 担当課所室

①　自然環境現況調査 秋田市自然環境保全条例第３条第５項に規定する自然環境の保全等のための調査、研究、情報の提供、助言等を行うことを目的に、本市の環
境保全行政の基礎資料とする自然環境に関する調査を行った。
【秋田市北部地域のため池等自然環境補完調査業務委託】
・調査期間
　平成28年10月27日（木）～10月31日（月）
・調査内容
　ため池やその周辺に生息する植物および昆虫の資源調査
・調査箇所
　秋田市金足地区の６箇所
　①待入堤、②岩瀬堤、③小栗堤、④乃木堤、⑤高岡前堤、⑥長岡堤

環境総務課

②　特別天然記念物カモ
　シカ食害対策事業

農業被害に対して防護網3,350ｍ、忌避臭袋10セットを支給した。
文化振興課

③　命のつなぎ（種の保
　存）事業

・動物園内の自然沼、塩曳潟（しおひきがた）に生息する絶滅危惧種ゼニタナゴについて、 ＮＰＯ法人秋田水生生物保全協会、ボランティアの協
力により、沼の生息状況調査などを実施し20名の参加があった。
・ゼニタナゴの保全のために作製した池（保護池）の中で、173尾の稚魚を孵化させ、103尾を沼に放流した。
・同じ保護池の中でゼニタナゴが卵を産む貝の繁殖にも成功し、稚貝を含む278個を沼に放流した。
・シナイモツゴ用の保護池の中で、58尾の稚魚を孵化させ、49尾を沼に放流した。
・ゼニタナゴ保全活動の一環として、外来生物アメリカザリガニの駆除に努め、年間を通じて698尾を駆除した。
・大森山公園の自然の普及啓発を目的とした自然観察会を実施し21名の参加があった。

大森山動物園
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(2) 自然とふれあいの場の創出

取組名 ２８年度の取組実績 担当課所室

①　都市・農村交流促進
　事業

１　来来あきたモデル事業
  　実施内容：本市留学中の学生と共に農業体験や自然体験、伝統文化体験をするもの
 　１回目　平成28年10月９日（日）、10日（月）　参加者９名
 　２回目　平成29年２月18日（土）、19日（日）　参加者６名
２　都市農村交流マスタープラン策定
　　「秋田市グリーン・ツーリズム推進計画」（平成１８年３月策定）の見直しに合わせ、農山漁村余暇法や農山漁村活性化法に関連した優遇制度
や支援制度の有効活用のほか、移住・　定住の促進も視野に入れた新たな「秋田市都市農村交流マスタープラン」を策定した。
３　都市農村交流事業
　(1) 日帰り農業体験
　　・第１回「手刈りで稲刈りを体験しよう」
　　　実施内容　手狩りの稲刈り、だまこ作り、鍋の実食
　　　実施日　平成28年９月25日（日）　参加者11名
　　・第２回「こひつじ保育園農業体験」
　　　実施内容　保育園児を対象とした、野菜収穫体験、新米でのおにぎり作り、実食
　　　実施日　平成28年９月28日（水）　参加者44名
　　・第３回「家族で体験　農村行事」
　　　実施内容　だまこ作り体験、鍋の実食、講話（集落の伝統）、やまはげ体験
　　　実施日　平成29年１月15日（日）　参加者19名
　(2) 民泊農業体験
　    実施内容　首都圏在住者を対象とした、農業体験や自然体験を中心とした農泊体験
　　　実施期間　平成28年11月～平成29年１月　参加者13名

産業企画課

４　援農ボランティア事業
　　実施内容　援農ボランティアを派遣し、繁忙期の農家を直接的にサポートするもの
　　実施期間　平成28年７月～10月、参加者62名
５　河辺せせらぎウォーク
　　実施内容：へそ公園～鵜養～伏伸の滝を往復するウォーキング企画
　　実施日：平成28年５月29日（日）、参加者677名
※農村体験等都市農村交流イベント（１、３、４、５）への参加者数841名

②　太平山自然学習セン
　ター運営事業

小中学生の宿泊研修や自然体験活動等の主催事業を実施した。　※別添資料→42ページ 太平山自然学
習センター
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第２節　身近な自然
(1) まちの中の緑の保全と創出

取組名 ２８年度の取組実績 担当課所室

①　道路緑化整備事業
　【再掲】

　街路樹の維持管理として、6,718㎡の植樹帯等の除草を実施したほか、1,918本の高木剪定ならびにツツジ等の冬囲いを実施するとともに、街
路樹欠損木の補植59本、通行の安全確保のため、街路樹根上がり補修を28か所実施した。 道路維持課

②　都市景観形成事業 景観計画区域内における行為の届出（大規模行為）
届出総件数119件に対し、審査および指導を行い、その全てに対し、景観形成基準に適合する旨の判断をしている。 都市計画課

③　都市公園整備事業 千秋公園のさくら景観整備等を実施した。進捗率（事業費ベース）81.0％
公園課

④　緑化重点地区整備
　事業

地球温暖化対策の一層の促進を図るため、温室効果ガス吸収源対策に資する公園緑地の再整備を実施するもので、平成28年度は熊野神社街
区公園および愛宕下街区公園の再整備を実施した。 公園課

⑤　都市公園バリアフ
　リー化事業

都市公園のバリアフリー化を図り、障がい者、高齢者や子供など、誰でも安心して利用できる公園の再整備を実施するもので、平成28年度は御
野場南部街区公園、桜台中央公園、松美ヶ丘第三街区公園および市場西第三街区公園の再整備を実施した。 公園課

⑥　保存樹管理事業 秋田市が指定した保存樹が、偶然の事故により第三者の生命、身体や財物に損害を与えたことにより、秋田市および樹木の所有者や管理者が
法律上の損害賠償を負った場合に備え、総合賠償責任保険に加入した。 公園課

(2) 親しみやすい水辺の保全と創出

取組名 ２８年度の取組実績 担当課所室

①　内水面資源維持対
　策事業

各事業主体で、魚の放流を行った。
・岩見川漁業協同組合（定額補助　1,600,000円）　　事業実施期間　５月30日～６月27日、放流河川　岩見川
　魚種／放流日／購入･放流数
　　アユ／５月30日、６月10日／75,000尾
　　ヤマメ／６月10日、18日、14日／110,000尾
　　イワナ／６月24日／15,000尾
・仙北西部漁業協同組合（定額補助　140,000円）　　事業実施期間６月１日～11月30日、放流河川　雄物川
　魚種／放流日／購入･放流数
　　アユ／６月９日／200kg
　　ヤマメ／６月23日／5,000尾
　　イワナ／７月19日、８月19日／10,000尾
　　コイ／10月21日／150kg
・秋田市購入
　魚種／放流日／購入･放流数
　　サケ／４月17日／6,700尾（放流河川　旭川、主体　秋田青年会議所）
　　ヤマメ／６月14日／1,000尾（放流河川　白山川、主体　上新城地区振興会、上新城小学校）

農業農村振興
課

②　河川改修事業 普通河川古川について、延長57ｍの護岸整備および建物調査業務委託などを実施した。
道路建設課

③　河川環境整備事業 普通河川古川について、延長250ｍの土砂浚渫および延長40ｍの護岸整備、測量設計業務委託などを実施した。
道路建設課

④　橋りょう整備 道路および橋りょう詳細設計の業務委託を実施した。
道路建設課
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(3) 雪と向き合うまちづくりの実践

取組名 ２８年度の取組実績 担当課所室

①　除排雪対策事業 冬期間の市民生活の安全・安心の確保と都市機能の維持を図るため、ゆき総合対策基本計画に基づき、「秋田市道路除排雪対策本部」を設置
し、効果的な道路除排雪の推進を図った。 道路維持課

②　雪みち計画（歩道無
　散水消融雪施設の設
　置）

実績なし

道路維持課

③　冬みち安全安心対
　策除雪強化事業

凍結抑制剤散布車１台を新規購入と除雪グレーダ１台を県から払い下げ購入した。
道路維持課

④　市民向け除排雪支
　援制度の充実

・小型除雪機械を15町内に貸し出し、地域の除排雪作業を支援した。
・ダンプトラックまたは積込機械を２町内に貸し出し、地域の除排雪作業を支援した。
・個人所有の小型除雪機等への燃料を56団体に支給し、地域の除排雪作業を支援した。
・住宅地の空き地を地域住民用小規模堆雪場として29町内32箇所確保し、地域の除排雪作業を支援した。

道路維持課

⑤　公共交通の確保 【地方バス路線維持対策事業】
・生活バス路線の維持のため、運行維持が困難な赤字バス路線への補助を行った。
【バス交通総合改善事業】
・郊外部における不採算バス路線の廃止代替交通を運行した。
・秋田市マイタウン・バス西部線、北部線・笹岡線、南部線、東部線の運行を継続

交通政策課

⑥　融雪施設改良事業 市道高清水公園線ほか１路線の融雪施設改良工事（L＝385ｍ）を実施した。
道路維持課

第３節　自然の公益的機能
(1) 森林の公益的機能の保全と活用

取組名 ２８年度の取組実績 担当課所室

①　地域防災計画策定
　事業

地域防災計画を引き続きホームページで公開するなど、周知に努めた。 防災安全対策
課

②　森林環境保全整備
　事業

【森林整備地域活動支援事業】
・林業事業体等による森林情報の収集活動や、森林所有者等による施業実施区域の明確化作業等の地域活動を支援した。
　森林整備地域活動支援交付金（森林施業に必要な地域活動に対する交付金の交付）
　対象地区 ４地区　面積　350ha
【森林環境保全整備事業】
・間伐の促進を図るため森林組合等が行う間伐事業費の一部を助成した。
　間伐事業費の助成　森林組合数　１団体（秋田中央森林組合）
　事業量　10箇所　118.14ha

農地森林整備
課
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取組名 ２８年度の取組実績 担当課所室

③　市有林経営 森林経営計画に基づき、造林木の良質化と森林の公益的機能の高度発揮を図るため、計画的な保育施業を実施した。
・造林事業
　枝打　11.23ha、除伐　11.23ha、間伐　54.22ha

農地森林整備
課

④　県単局所防災事業 山地崩壊による公共施設および人家被害を未然に防止するため、保全施設を設置してきたが、平成26年度をもって事業終了した。 農地森林整備
課

⑤　森林病害虫等防除
　事業

森林病害虫等防除法および秋田県森林病害虫等防除事業実施要領に基づき、森林病害虫等（松くい虫、カシノナガキクイムシ等）の早期かつ徹
底的な駆除、森林病害のまん延防止により、森林の保全を図った。
・森林病害虫等防除事業
　森林病害虫等防除
　防除地区　６地区　外旭川、楢山、手形山、広面、浜田、泉
　事業量　特別伐倒駆除（破砕）　材積数量　173.05㎥（132本）
　 　　　　　伐倒駆除（くん蒸）　材積数量　653.38㎥（562本）
　 　　　　　薬剤散布　散布面積　4.99ha
          　  樹幹注入　対象木　117本、薬剤本数　594本

農地森林整備
課

⑥　林道の整備 林道の輸送力の向上と通行の安全確保を図るため、測量設計および林道舗装・改良工事を実施した。
・林道整備事業
　楢田線　地区　豊岩小山地区
　　　　　　 事業量　林道舗装工事　L=957m　W=4.0m
　黒川線　地区　金足黒川地区
　　　　　　 事業量　林道改良工事　L=73m　W=4.0m
　山田線　地区　上北手大山田地区
　　　　　　 事業量　林道改良工事　L=51m　W=5.0m

農地森林整備
課

⑦　水と緑の森づくり事
　業

【水と緑の森づくり事業】
森林環境の保全を図るため、「秋田県水と緑の森づくり税」を活用し、マツ林およびナラ林等において伐採処理等を実施した。
【マツ林・ナラ林等健全化事業】
　地区　濁川字東沢ほか
　事業量　伐採処理　処理量　671.86㎥

農地森林整備
課

(2) 農地の公益的機能の保全と活用

取組名 ２８年度の取組実績 担当課所室

①　地域防災計画策定
　事業【再掲】

地域防災計画を引き続きホームページで公開するなど、周知に努めた。 防災安全対策
課

②　スーパー市民農園
　整備事業

・椿台スーパー農園　区画数　137
　　　　平成28年４月９日（土）　農園使用開始
　　　　平成28年８月３日（土）　栽培講習会開催
・仁井田スーパー農園　区画数　341
　　　　平成28年４月９日（土）　農園使用開始

農業農村振興
課
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取組名 ２８年度の取組実績 担当課所室

③　都市・農村交流促進
　事業【再掲】

１　来来あきたモデル事業
  　実施内容：本市留学中の学生と共に農業体験や自然体験、伝統文化体験をするもの
 　１回目　平成28年10月９日（日）、10日（月）　参加者９名
 　２回目　平成29年２月18日（土）、19日（日）　参加者６名
２　都市農村交流マスタープラン策定
　　「秋田市グリーン・ツーリズム推進計画」（平成１８年３月策定）の見直しに合わせ、農山漁村余暇法や農山漁村活性化法に関連した優遇制度
や支援制度の有効活用のほか、移住・　定住の促進も視野に入れた新たな「秋田市都市農村交流マスタープラン」を策定した。
３　都市農村交流事業
　(1) 日帰り農業体験
　　・第１回「手刈りで稲刈りを体験しよう」
　　　実施内容　手狩りの稲刈り、だまこ作り、鍋の実食
　　　実施日　平成28年９月25日（日）　参加者11名
　　・第２回「こひつじ保育園農業体験」
　　　実施内容　保育園児を対象とした、野菜収穫体験、新米でのおにぎり作り、実食
　　　実施日　平成28年９月28日（水）　参加者44名
　　・第３回「家族で体験　農村行事」
　　　実施内容　だまこ作り体験、鍋の実食、講話（集落の伝統）、やまはげ体験
　　　実施日　平成29年１月15日（日）　参加者19名
　(2) 民泊農業体験
　    実施内容　首都圏在住者を対象とした、農業体験や自然体験を中心とした農泊体験
　　　実施期間　平成28年11月～平成29年１月　参加者13名

農業農村振興
課

４　援農ボランティア事業
　　実施内容　援農ボランティアを派遣し、繁忙期の農家を直接的にサポートするもの
　　実施期間　平成28年７月～10月、参加者62名
５　河辺せせらぎウォーク
　　実施内容：へそ公園～鵜養～伏伸の滝を往復するウォーキング企画
　　実施日　平成28年５月29日（日）、参加者677名
※農村体験等都市農村交流イベント（１、３、４、５）への参加者数841名

④　環境保全型農業直
　接支援対策事業

環境保全型農業に取り組んだ農家に対し、交付金を交付した。
・対象件数　１件、対象面積　稲作19.85ha（内、大豆：0.75ha含む）、交付金額　1,488,251円

農業農村振興
課

⑤　中山間地域等振興
　対策事業

協定締結集落１地区に交付金を交付した。
・金足浦山　150,124円（A=23,457㎡）

農業農村振興
課

⑥　農道の整備 農業生産性の向上を図るため、未舗装の農道を市単独で舗装整備した。
・農道舗装事業
　農道舗装整備の実施
　　地区数　４地区　仁井田福島地区ほか３地区
　　事業量  ４路線（舗装延長　658ｍ）

農地森林整備
課
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取組名 ２８年度の取組実績 担当課所室

⑦　市単独土地改良事
　業補助金

国・県の補助対象とならない小規模土地改良事業に対し、事業費の一部を補助した。
・小規模土地改良事業費の助成
　団体数　 ４団体　秋田市旭川筋土地改良区ほか３団体
　地区数 　５地区　７号線三ノ堰地区ほか４地区
　事業量　 ５箇所（水路改修４箇所、揚水機改修１箇所）

農地森林整備
課

⑧　県営土地改良施設
　等整備事業費負担金

生産基盤の整備や災害の防止を目的として県が行う、ほ場、用排水路、ため池等の整備事業の円滑な実施を図るため、事業費の一部を負担し
た。
・農地集積加速化基盤整備
　地区数　９地区　雄和平沢地区ほか８地区
　事業量  ９地区（区画整理工、調査設計）
・ため池等整備
　地区数　５地区　雄和釜ケ沢地区ほか４地区
　事業量  ５地区（法面保護工、水路工、実施設計等）
・戦略作物生産拡大基盤整備
　地区数　１地区　雄和芝野地区
　事業量  １地区（用排水路工）
・特定農業用管水路等特別対策事業
　地区数　１地区　雄和地区
　事業量　１地区（実施設計）
・中山間水田畑地化整備事業
　地区数　１地区　河辺上三内地区
　事業量　１地区（土壌改良工ほか）

農地森林整備
課

⑨　県単局所防災事業
　【再掲】

山地崩壊による公共施設および人家被害を未然に防止するため、保全施設を設置してきたが、平成26年度をもって事業終了した。 農地森林整備
課

⑩　土地改良施設管理
　費補助金

多面的機能を有する土地改良施設の機能維持を図るため、施設整備費等の一部を助成してきたが、平成27年度をもって事業終了した。 農地森林整備
課

⑪　土地改良施設維持
　管理経費

要望等に基づき、農道の草刈り・修繕、水路修繕、砕石等の原材料交付および土地改良団体への負担金、陳情用務を行った。 農地森林整備
課

⑫　農地・水・農村環境
　保全向上活動支援事
　業

地域共同による農地・農業用水等の資源の良好な保全と農村環境の質的向上を図る取組を支援した。
・多面的機能支払交付金活動支援事業
地域ぐるみの共同活動費の助成
　組織数　82組織　末戸松本みのり会ほか81組織
　地区数　82地区
　事業量  対象面積5,136ha

農地森林整備
課
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(3) 海の公益的機能の保全と活用

取組名 ２８年度の取組実績 担当課所室

①　大気・水質等環境保
　全事業

地先海域と海水浴場の水質調査を行った。
・秋田市地先海域および秋田港７か所
　人の健康の保護に関する項目および生活環境の保全に関する項目（延べ760項目）では、全調査地点で環境基準を達成していた。
・３海水浴場（下浜、桂浜、浜田）のそれぞれ２か所
　開設前、開設中の調査ともに、すべての箇所で「水質が良好な水浴場」と判定される水質AA、または水質Aであった。

環境保全課

②　定期フェリー便需要
　拡大推進

秋田県環日本海交流推進協議会「フェリー利用促進部会」に部会員として参加した。
（部会活動内容）
【部会の開催】
・平成28年４月22日
【利用促進事業】
　・新日本海フェリー(株)主催の秋田フェアへの協賛（ビンゴ大会へ県産品の景品提供等）
　・北海道ＰＲイベント（小樽市）
　・秋田ノーザンハピネッツ戦開催時におけるフェリー利用ＰＲ
【宣伝活動事業】
　・フェリーＰＲパンフレット配布

商工貿易振興
課

第４節　歴史的・文化的環境

(1) 歴史的・文化的遺産の継承と活用

取組名 ２８年度の取組実績 担当課所室

①　都市公園整備事業
　【再掲】

千秋公園のさくら景観整備等を実施した。進捗率（事業費ベース）81.0％
公園課

②　地蔵田遺跡環境整
　備事業

市民ボランティアと協力して史跡の整備を実施したほか、市民参加による体験イベントや学習講座等を行い、郷土学習に活用した。
【整備】
　・４号竪穴住居屋根差し茅補修　５月29日～６月１日
　・木柵一部更新　７月２日、10月26日
【体験イベント】
　・弥生体験講座（差し茅・火おこし体験）　５月29日
　・弥生体験講座（石斧伐採・木柵復元体験）７月２日、10月26日
　・弥生体験講座（土器づくり）　７月９日
　・竪穴住居宿泊体験　　　　　　７月30日～31日
　・学習講座　８月25日
　・弥生体験講座（石器づくり体験）10月８日
　・弥生っこ村まつり　10月８日
　・アケビ細工体験　11月24日
　・弥生体験講座（冬の散策会）２月25日
　・タイムカプセル開封　通年

文化振興課
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取組名 ２８年度の取組実績 担当課所室

③　史跡秋田城跡環境
　整備事業

・史跡秋田城跡環境整備工事
　政庁南東部の平面表示および遺構説明板の設置を行った。
　史跡内の環境整備として、危険樹木の伐採、整枝を行った。
・発掘調査
　第107次調査を大畑地区東部で実施し、城内東大路の道路遺構を確認した（423㎡）。
・活用事業
  市民を対象に学習講座、史跡探訪会（史跡内の野鳥等観察）、発掘調査現地説明会、秋田城跡パネル展（３回）を開催した。また、秋田城跡か
ら出土した貴重な遺物を紹介するパンフレットを作成、配布した。さらに、小学生を対象とした発掘体験教室の開催や、地域住民と協同で活用イ
ベントとして東門ふれあいデーを実施したほか、市内の小・中学校で出前授業を実施した。
・土地公有化事業
　土地買い上げ予定面積390,221.05㎡（昭和41年～平成60年）のうち、平成28年度は3057.99㎡を買い上げ、進捗率が74％となった。

秋田城跡歴史
資料館

④　秋田城跡史跡公園
　管理事業

・史跡公園・公有化土地草刈り：約20ha(整備地５回、公有地２回)
 ・史跡公園古代沼清掃(１回)
 ・危険樹木伐採・整枝：12本
 ・松枯れ防除：８本
 ・政庁地区照明修繕
 ・外郭東門地区外灯修繕
 ・外郭東門地区スポットとライト修繕
 ・見学者用トイレ（大畑）ポンプ修繕
 ・鵜ノ木地区公衆トイレ照明修繕
 ・見学者用トイレ（大畑）、鵜ノ木地区公衆トイ清掃：２棟(２回／週)

秋田城跡歴史
資料館

⑤　史跡秋田城跡歴史
　資料館（仮称）整備事
　業

平成27年度をもって事業終了した。
秋田城跡歴史
資料館

⑥　文化財保護活用推
　進事業

・歴史の道活用事業として、文化財イラストマップを活用した文化財まちあるきを実施した。
　実施日　５月21日（土）、参加者数　22名
・文化財保護強調週間（11月１日～７日）関連事業として文化財めぐりを実施した。
　実施日　11月９日（水）、参加者数　19名
・文化財防火デー（１月26日）に伴い防火訓練等を実施した。
　実施日　１月26日（木）、参加施設・文化財　三浦家住宅、秋田城跡歴史資料館、天徳寺、旧松倉家住宅、旧金子家住宅、旧秋田銀行本店本
館、嵯峨家住宅、旧黒澤家住宅、地蔵田遺跡、里の家

文化振興課
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取組名 ２８年度の取組実績 担当課所室

⑦　赤れんが郷土館、民
　俗芸能伝承館

【赤れんが郷土館】
・企画展・常設展の開催
　アフター国文祭関連事業企画展「没後３０年記念　土方巽の秋田、秋田の土方巽」のほか、３回の企画展を開催した。
　勝平得之記念館で４回、関谷四郎記念室で２回の展示替えを行い、郷土が生んだ先人とその作品について紹介した。
　国の重要文化財「旧秋田銀行本店本館(赤れんが館)」の資料と、秋田の伝統工芸品を紹介した。
・教育普及事業
　各展覧会や展示資料、郷土の歴史や文化についてより理解を深めるための講座を、６講座８回開催したほか、「第２２回赤れんが館コンサー
ト」を開催した。
　赤れんが館の魅力を高めると同時に、赤れんが郷土館周辺のにぎわい創出につなげるために、７月７日に「キャンドルライトとジャズの夕べ」を
開催した。また竿燈まつり期間中には「洋風建築で秋田の竿燈」を開催した。
・ネットワーク事業への参加
　秋田市内の県立・市立の文化施設ネットワーク（愛称：みるかネット）の事業として、ギャラリートークリレーに参加した。
【民俗芸能伝承館】
・常設展の開催
　国の重要無形民俗文化財である「秋田の竿燈」をはじめとした郷土の民俗行事・芸能に関する資料や、市の有形文化財である旧金子家住宅を
紹介した。
・教育普及事業
  秋田民謡講座などの講座を５講座１８回開催したほか、市内の民俗芸能の保存と啓発、伝承を目的に民俗芸能合同発表会を開催した。
・資料調査事業
　来館者の理解を深めるため「民俗芸能・行事解説シート」を作成し、館内に設置した。

赤れんが郷土
館

⑧　佐竹史料館 ・企画展を開催した（４回）。
・常設展を開催した（年２回）。
・学習講座を開催した（５講座、10日間）。
・アフター国文祭として、秋田藩や佐竹氏に関する講演会を開催した（４回）。
・黒澤家日記解読事業として、天保13年資料集（十八）を解読刊行した。
・館蔵資料の修復および資料調査収集事業を行った。

佐竹史料館
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取組名 ２８年度の取組実績 担当課所室

⑨　千秋美術館 【常設展の開催】
・岡田謙三記念館の常設展示を行った(３回展示替、通年）
・コレクション展「秋田蘭画の世界」など３回開催した。
【企画展の開催】
・「最後の印象派 1900-20's Paris」展など３回開催した。
【企画展の関連事業】
・講演会を開催した。（４回）
・スペシャルトークを開催した。（１回）
・ミュージアムコンサートを開催した。（１回）
・映画「天心」を上映した。（１回）
・親子ギャラリーツアーなどを開催した。（４回）
【美術資料充実事業】
・購入作品　寺崎廣業・「千紫万紅」１点
・寄贈作品　亜欧堂田善・「柳唐子遊図」など７点、
・寄託作品　小田野直武・「獅子図」など５点
【教育普及事業】
・美術館来館記念カード「千秋美術館へ行こう！」、美術館作品鑑賞カードを発行した。
・ワークショップ・実技講座を開催した。（８回）「甲冑を着てみよう！」ほか
・千秋美術館連続講座「学芸員と美術散歩」を開催した。（６回）
・館外講座などを開催した。（５回）
【その他】
・図録フェアを開催した。（11月18日から１月29日まで）

千秋美術館

⑩　藤倉水源地 管理橋補修工事のため見学会は未実施 上下水道局総
務課

⑪　竿燈まつり振興事業 国重要無形民俗文化財「竿燈」の保存・振興等を図るとともに、交流人口の増加と地域活性化を図るため、秋田竿燈まつりの開催を支援した。
観光振興課

⑫　桜・つつじまつり事業 太平川の桜まつり(観桜会)実施における会場設営やイベント実施等にかかる経費について、太平川観桜実行委員会に対し、開催事業費を補助
した。

南部市民サー
ビスセンター

⑬　桜・つつじまつり事業 あらやさくら公園観桜実行委員会に対して開催事業費を補助した。 西部市民サー
ビスセンター

⑭　土崎港まつり支援 地域資源である伝統行事の伝承・保存を図るため、国指定重要無形民俗文化財の「土崎神明社祭の曳山行事」を中心とする土崎港まつりの開
催にあたり、土崎港祭り実行委員会に対し支援した。
また、「土崎神明社祭の曳山行事」がユネスコ無形文化遺産に登録されたことに伴い、土崎港曳山行事伝統伝承会に対して運営支援した。

北部市民サー
ビスセンター
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(2) 歴史的・文化的環境を活かした活動の支援

取組名 ２８年度の取組実績 担当課所室

①　秋田市民交流プラザ
　市民活動育成・支援

・アドバイザーへの相談件数：116件
・市民活動団体等による打合せ利用件数：431件
・講座関係
　市民活動支援講座　２回（計60名）
　ボランティア・ＮＰＯ支援講座　１回(計28名)
　ボランティア・ＮＰＯスキルアップ講座　３回(計130名)
　まちづくり市民活動講座　１回(52名)
・市民活動フェスタ（市民活動団体ブース展示等）　2,040名
・サロンカフェ（市民活動情報交換の場の提供）　32名

中央市民サー
ビスセンター

②　文化施設等の事業
　や活動

・千秋美術館　入館者数　33,460人
　企画展３回と常設展を開催、ワークショップや講座等の教育普及事業を行った。
・赤れんが郷土館　入館者数　20,675人
　企画展４回と常設展の開催、赤れんが館コンサート等の教育普及事業を行った。
・民俗芸能伝承館・旧金子家住宅　入館者数　35,065人　施設利用者数　10,646人
　常設展示と秋田市民俗芸能合同発表会等の教育普及事業を行った。
・佐竹史料館・久保田城御隅櫓・旧黒澤家住宅　入館者数　46,572人
　企画展４回と常設展の開催、佐竹史料館学習講座等の教育普及事業を行った。
・文化会館　入館者数　354,313人
　自主事業として、ＮＨＫ公開収録「みんなＤＥどーもくん！」、「親子で文化会館の舞台裏を探検しよう」、劇団四季「こころの劇場」、宝くじ文化公
演「いつでも元気が出るコンサート」、ウラジオストク市姉妹都市提携記念事業「ロシア歌と踊りのアンサンブル」、「あきた演劇フェスティバル」舞
台公演を行った。
・秋田城跡歴史資料館　入館者数　11,435人
　企画展２回と常設展の開催、講座や体験学習等の教育普及事業を行った。

文化振興課

③　文化振興基金事業 ・第３３回秋田市文化選奨
　芸術・学術分野において前年度優れた作品・成果を発表し、本市文化の振興に寄与した個人・団体を表彰した。
　受賞者　（写真部門)　加藤明見　写真集「私の好きな、秋田。」
　 　　　　　（音楽部門)　前田英樹　「前田英樹ピアノリサイタル“偉大なる作曲家の世界をたどる”Vol.Ⅰ」
　表彰式　 平成28年７月26日　場所　秋田ビューホテル
・第６６回文化の日記念式典
　広く市民の文化活動を通じ、本市文化の振興・文化行政の発展に著しく貢献した個人・団体を表彰した。
　受章者　秋田市文化章　　（技芸（華道）部門）苅安清祥
　　　　　　　　　　　　　　　　　 （美術（写真）部門）八柳吉彦
　　　　　　　　　　　　　　　　　 （洋舞部門）鎌田久美子
　　　　　　　　　　　　　　　　　 （技芸（邦舞）部門）　藤間静蘭
　 　　　　　秋田市文化功績章　秋田市書道会
　表彰式　平成28年11月２日　場所　秋田キャッスルホテル
・秋田市文化振興助成事業
　本市文化の向上に寄与すると認められる市民の自主的な文化活動に対し、事業費の一部を助成した。（一般枠５件、ヤングクリエイター枠４件）

文化振興課

④　公民館や図書館等
　の事業や活動

公民館や市民サービスセンター、図書館等では、各種学級や写真展示・資料展示などで、郷土の歴史や文化を自主的に学び、地元や秋田県内
に伝わる郷土芸能伝承活動に取り組んだ。
・公民館等　17件：参加延べ人数2,303人
・図書館　　　９件：参加延べ人数863人（講座等、写真展・資料展示）

生涯学習室
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第３章　知恵と工夫で、限りある資源とエネルギーを大切にします
第１節　廃棄物

(1) 廃棄物等の発生抑制

取組名 ２８年度の取組実績 担当課所室

①　一般廃棄物処理基
　本計画の策定・管理

平成27年３月に策定した一般廃棄物処理基本計画に基づき、目標達成に向けた個別施策を関係課所室で実施するとともに、個別施策の実施状
況を取りまとめ、その内容について、廃棄物減量等推進審議会から意見をもらい、平成29年度以降の施策に反映させた。

環境都市推進
課

②　ごみ減量対策事業 ・家庭系生ごみの減量を一層推進するため、生ごみ堆肥化容器の購入に対し、補助した。（１基につき上限3,000円、１世帯２基まで）
　　販売基数　104基
　　補助金額　246,000円
 ・生ごみ堆肥づくりを支援するため、コンポスター（204人）、ダンボール箱（83人）、ＥＭ菌（80人）を活用した講座を開催した。
　　参加人数　367人
 ・廃棄物の適正分別によるごみの減量とリサイクルの推進を図るため、資源化物を回収する集団回収の実施団体および回収業者に対し、奨励
金を交付した。
    奨励金交付団体　572団体
　  奨励金　13,905,963円
 ・平成28度年の回収品目の単価（１㎏当たり）
　　雑誌・雑がみ　６円
　　新聞・ダンボール箱・紙パック　２円
    空きビン・空き缶　1.5円
 ・ごみ減量・分別説明会を開催した。
　　39回
 ・マイバッグ作り講座を開催し、ごみ減量を啓発した。
　　ステンシルバッグ　９回
 ・「ごみの分け方・出し方手引き」を作製し、広報あきたと同時に全戸配布を行った。　（作製部数　全戸配布分　140,000部　転入者・学生等分
100,000部）
 ・学生等の若年層に、マイバッグ持参を啓発することを目的に、オリジナルマイバッグデザイン作製の公募を、秋田県立美術大学の学生を対象
に行い作製。
 ごみ減量キャンペーン等で活用した。（作製数　350枚）

環境都市推進
課

③　環境学習推進事業 小学校を訪問し、児童や保護者等に対してごみ減量や再資源化についての環境学習を行い啓発した。
・学校等訪問回数　２回

環境都市推進
課

④　総合環境センターの
　施設見学

【溶融施設】
・団体数：112団体
・参加人数：4,092人
【リサイクルプラザ】
・団体数：103団体
・参加人数：3,924人

総合環境セン
ター
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(2) 循環資源の再使用・再生利用

取組名 ２８年度の取組実績 担当課所室

①　ごみ減量対策事業 平成28年度は、208事業所を訪問し、調査・指導により、事業系一般廃棄物の分別・再資源化を図った。 環境都市推進
課

②　古紙ステーション回
　収システムの支援

・古紙ステーション回収量　7,463ｔ
・回収支援経費　24,482千円

環境都市推進
課

③　資源化物の適正処
　理

【容器包装リサイクル法に基づく、資源化物の特定事業者への引渡し量】
・びん無色　938,950㎏
・びん茶色　841,360㎏
・びんその他　658,100㎏
・ＰＥＴ　818,580㎏
【資源化量】
・缶　スチール　356,410㎏
・缶　アルミ　564,060㎏
・乾電池　14,866㎏

総合環境セン
ター

④　廃棄物発電の実施 ・１、２号溶融炉による発電量　49,185,760kWh
・平成28年度　売電収入　268,381,081円 （税込み）

総合環境セン
ター

⑤　生活用品交換案内 平成27年度をもって終了した。 市民相談セン
ター

⑥　グリーン購入・グリー
　ン調達の推進

【環境総務課】
・年間を通して、エコあきた行動計画に基づき、グリーン購入・グリーン調達を推進した。
・四半期に一度、実績について報告を受けている。
【契約課】
用品調達基金により購入している事務用品については、グリーン購入法適合品とした。
※別添資料→43ページ

環境総務課

⑦　各種建設・改築事業 道路工事において、環境負荷の低減を図った。
・バックホウ等の施工機械について、排出ガス対策型とした。
・コンクリ－ト製品について、秋田県認定リサイクル製品（溶融スラグ入り）を活用した。

駅東工事事務
所

⑧　各種建設・改築事業 配水管整備事業や施設改良事業等を行った。
・舗装材(アスファルト)は再生材を使用し、取り壊しした舗装(アスファルト・コンクリート)は再生処理するなど、環境に配慮したまちづくりを実践し
た。
・主要な建設機械には、排ガス対策型や低騒音型を使用し、生活環境に配慮しながら工事を行った。

水道建設課
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(3) 廃棄物の適正処理

取組名 ２８年度の取組実績 担当課所室

①　一般廃棄物処理基
　本計画の策定・管理
　【再掲】

平成27年３月に策定した一般廃棄物処理基本計画に基づき、目標達成に向けた個別施策を関係課所室で実施するとともに、個別施策の実施状
況を取りまとめ、その内容について、廃棄物減量等推進審議会から意見をもらい、平成29年度以降の施策に反映させた。 環境都市推進

課

②　廃棄物処理施設の
　整備

平成27年度をもって事業終了した。 総合環境セン
ター

③　ごみ収集業務の収
　集体制の見直し

直営収集車の民間委託化は、平成22年度で当初計画どおり終了した（民間委託台数　51台）。 環境都市推進
課

④　粗大ごみ戸別収集
　事業

・収集量　481t
・収集件数　18,332件
・収集個数　43,617個
・証紙売上額　16,362千円

環境都市推進
課

⑤　産業廃棄物処理施
　設等の監視・指導

立入検査計画に基づき、立入検査を実施した。
立入件数281件（うち文書指導２件、口頭指導44件） 廃棄物対策課

⑥　不法投棄対策事業 ・林道を中心に９台の移動式監視カメラを設置した。（延べ17箇所に設置）
・職員、委託、不法投棄監視員によるパトロールを実施した。
　職員によるパトロール　238日（早朝３日、夜間２日を含む。）
　委託によるパトロール　230日（早朝37日、夜間40日を含む。）
　不法投棄監視員によるパトロール（随時）
・全国ごみ不法投棄監視ウィークの取組
　市内１３箇所にのぼり旗の掲示
　国土交通省秋田河川国道事務所との合同パトロールの実施（６月２日）
　環境展への出展（５月28日）
・不法投棄ゼロ宣言事業を13地区で実施した。
　実施地区（金足片田、下新城岩城、上新城道川、山内松原、太平野田、添川、上北手大山田、上北手寺村、下浜名ヶ沢、河辺戸島、河辺杉
沢、雄和平尾鳥、雄和女米木、）
・広報あきたおよびホームページを活用した啓発を実施した。

廃棄物対策課
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取組名 ２８年度の取組実績 担当課所室

⑦　一般廃棄物の適正
　処理

【収集実績（家庭系）】
家庭ごみ　58,460ｔ
粗大ごみ　481ｔ
資源化物
・空きびん　2,303ｔ
・空きかん　1,034ｔ
・ペットボトル　903ｔ
・金属類　508ｔ
・ガス・スプレー缶　４ｔ
・使用済み乾電池　12ｔ
・使用済み小型家電 　11ｔ
水銀含有ごみ　５ｔ
その他
・古紙類　7,463ｔ
・集団回収　3,603ｔ
【総合環境センター（処理量）】
・溶融実績　111,165ｔ
・埋立実績　4,005ｔ
・破砕処理実績　　3,688ｔ
・実績合計  118,858ｔ
【汚泥再生処理センター】
 ・処理実績　38,499kℓ

環境都市推進
課

⑧　畜産環境対策・有機
　農業等推進業務

家畜排せつ物に関しては、秋田県および関係機関と連携し、秋田市内２地域（河辺・雄和）を対象とした巡回を行い、適正な処理と有効活用の啓
発活動を実施した。
・検査日　平成28年６月10日(金）
・対象畜産農家６戸（牛飼養５戸）

農業農村振興
課

第２節　エネルギー・水資源
(1) 省エネルギーの推進と利用効率の向上

取組名 ２８年度の取組実績 担当課所室

①　環境配慮指針の普
　及・啓発

・「秋田市環境配慮行動計画」および「秋田市地球温暖化対策実行計画」をホームページに掲載し、その周知を図った。
・環境配慮に関する情報紙「ｅ－市民だより」を発行（隔月）し、啓発イベントでの配布、公民館やコミュニティセンター等の公共施設への掲示によ
り、意識啓発を図った。

環境総務課

②　エコオフィスの推進 ・エコあきた行動計画に基づき、年間をとおして実施した。
・四半期毎に取組実績を報告させ、前年度同期との比較表を作成し、意識付けを行った。
※別添資料→43ページ

環境総務課
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取組名 ２８年度の取組実績 担当課所室

③　定期フェリー便需要
　拡大推進【再掲】

秋田県環日本海交流推進協議会「フェリー利用促進部会」に部会員として参加した。
（部会活動内容）
【部会の開催】
・平成28年４月22日
【利用促進事業】
　・新日本海フェリー(株)主催の秋田フェアへの協賛（ビンゴ大会へ県産品の景品提供等）
　・北海道ＰＲイベント（小樽市）
　・秋田ノーザンハピネッツ戦開催時におけるフェリー利用ＰＲ
【宣伝活動事業】
　・フェリーＰＲパンフレット配布

商工貿易振興
課

④　グリーン購入・グリー
　ン調達の推進【再掲】

【環境総務課】
・年間を通して、エコあきた行動計画に基づき、グリーン購入・グリーン調達を推進した。
・四半期に一度、実績について報告を受けている。
【契約課】
用品調達基金により購入している事務用品については、グリーン購入法適合品とした。
※別添資料→43ページ

環境総務課

⑤　スマートシティ情報統
　合管理基盤の構築

電力会社等から提供される市有施設全体のエネルギー使用データを分類、集計し、エネルギー使用量を管理した。
また、省エネの専門家に、市有施設の省エネ診断や設備運用アドバイス、機器調整を委託し、きめ細かな省エネを実施し、エネルギー削減に努
めた。

環境総務課

⑥　地域ＥＳＣＯ事業の導
　入

平成24年度に省エネルギー改修等を行った市有４施設についてＥＳＣＯ事業を継続して実施した。
環境総務課

⑦　町内防犯灯のＬＥＤ
　化

平成24年度にＥＳＣＯサービスにより防犯灯をＬＥＤ化し、同年10月１日からＥＳＣＯサービスを開始し、平成34年９月30日までの10年間の維持管
理をＥＳＣＯ事業によることとしており、平成28年度も引き続きＥＳＣＯ事業者が維持管理を行った。 生活総務課

⑧　長期優良住宅の認
　定

平成28年度　認定件数243件
住宅整備課

(2) 新エネルギー利用の促進

取組名 ２８年度の取組実績 担当課所室

①　新エネルギー普及・
　啓発事業

住宅用太陽光発電システム及びペレットストーブの導入に対し、補助を行い再生可能エネルギーの普及を図った。
【住宅用太陽光発電システム】
・補助件数　146件
・総最大出力　763.95kW
・補助総額　13,682千円
【ペレットストーブ】
・補助件数　22件
・補助総額　4,296千円

あきた次世代エネルギーパーク事業で、市民向け施設見学会などを実施し、新エネルギーに対する理解の向上と普及促進を図った。
・見学者数　64団体　1,282人

環境総務課
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取組名 ２８年度の取組実績 担当課所室

②　廃棄物発電の実施
　【再掲】

・１、２号溶融炉による発電量　49,185,760kWh
・平成28年度　売電収入　　268,381,081円（税込み）

総合環境セン
ター

③　公共施設整備にあ
　たっての新エネルギー
　の導入

秋田市河辺岩見温泉交流センターにペレットストーブを導入した。

環境総務課

(3) 水資源の保全と有効利用

取組名 ２８年度の取組実績 担当課所室

①　秋田市水道事業基
　本計画に基づく取組

【配水管整備事業】
・布設および布設替延長　22,056.9ｍ
・事業費　1,639,846千円
【漏水調査業務委託】
・調査延長　876.7ｋｍ
・調査戸数　85,629戸
・事業費　31,320.0千円
【平成28年度有効率】
・95.0％

上下水道局総
務課

②　地下水の水質監視 ・地下水質測定計画に基づき、25井戸において調査を行った（内訳　概況調査20、継続監視５）。
・継続監視調査を実施した５井戸において、硝酸性窒素および亜硝酸性窒素が１井戸で環境基準を達成できなかった。
・その他は、環境基準を達成していた。

環境保全課

③　雄物川水系水質汚
　濁対策連絡協議会と
　の連携

　国、県および秋田市を含む流域８市町村で構成する雄物川水系水質汚濁対策連絡協議会では、雄物川の環境美化や環境保全を図るため、
流域一斉のクリーンアップの実施や油流出事故等に関する情報を共有するため、連絡体制の整備・強化を図っている。
・雄物川流域一斉清掃の実施
　実施日　５月22日（日）
　場所　雄物川右岸
　参加人数　485名
　回収量　0.4ｔ
・雄物川水系水質事故緊急措置演習の実施（油類流出事故を想定）
　実施日　11月10日（木）
　場所　秋田市仁井田字柳林地内（秋田南大橋上流右岸、古川排水樋門付近）

環境保全課

④　森林の整備 造林木の良質化と森林の公益的機能の高度発揮を図るため、保育施業として間伐を実施した。
・造林事業
　保育施業　枝打11.23ha、除伐11.23ha、間伐54.22ha

農地森林整備
課
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第４章　世代や地域を越えてともに語らい、環（わ）となって取り組みます
第１節　環境保全活動

(1) 市民の環境保全活動の促進

取組名 ２８年度の取組実績 担当課所室

①　ごみ減量対策事業 平成28年１月～12月の資源集団回収量
・びん11.5ｔ、金属31.3ｔ、新聞2,196.0ｔ、ダンボール704.0ｔ、雑誌類666.0ｔ、紙パック0.9ｔ、合計3,609.7ｔを回収した。

環境都市推進
課

②　自然環境保全市民
　活動計画の推進

秋田市自然環境保全条例第14条に規定する、市民活動計画の認定団体へ対し、活動の支援および活動のＰＲを行った。
【市民活動計画認定団体（５団体）】
・大学病院前の水辺環境を守る会（愛称：ホータル会）
　会員数：約80名
　活動内容：水路の清掃、草刈り、生物の勉強会など
・日本野鳥の会秋田県支部
　会員数：約250名
　活動内容：野鳥観察等
・秋田森の会・風のハーモニー
　会員数：約300名
　活動内容：炭焼き体験、植樹、森林体験等
・高清水町内会緑を守る会
　会員数：約500名
　活動内容：池周辺の植栽、草刈り、桜祭り等
・おのばホタル会
　会員数：約30名
　活動内容：ホタルを取り巻く自然環境の保護、清掃、下刈り等

環境総務課

③　活動団体への講師
　の派遣

ホタル生息環境保全事業の環境保全推進するため、ホタルの生息環境等についての講座を実施した。
・実施日時　平成28年６月30日（木）午後６時10分～６時50分
・対象　松原地区町内会員26名
・内容　ホタルの生息環境等についての講座

環境総務課

④　消費者啓発事業 消費者講座開催時、ごみ減量などに関する啓発チラシを配布した。 市民相談セン
ター

⑤　空閑地の美化事業 ・空閑地の除草の指導・勧告を行い、良好な生活環境の確保に努めた。
　除草指導・勧告件数：51件 公園課
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(2) 事業者の環境保全活動の促進

取組名 ２８年度の取組実績 担当課所室

①　公害防止管理者等
　設置指導

特定工場における公害防止組織の整備に関する法律に基づく次の届出を受理した。
・公害防止統括者等の届出
　公害防止組織に関する届出：20件

環境保全課

②　製造業環境担当者と
　の情報交換

開催実績なし(法令等の改正なし)
環境保全課

③　事業系廃棄物減量・
　再資源化事業

指導事業所　208事業所 環境都市推進
課

(3) 市、事業者、市民の連携の推進

取組名 ２８年度の取組実績 担当課所室

①　秋田市環境活動推
　進協議会との連携

秋田市環境活動推進協議会と連携・協力し、環境保全活動を行った。
【活動内容等】
・古着回収事業
　主催　秋田市環境活動推進協議会
　協力　秋田市環境部
　日時　平成29年３月12日（日）午後１時～３時
　参加者　11名（会員９名、環境部職員２名）
・竿燈前道路清掃活動
　主催　秋田市環境活動推進協議会
　協力　秋田市環境部
　日時　平成28年７月30日（土）午前６時～７時
　参加者　38名（会員34名、環境部職員４名）
・おもてなしクリーンアップ活動（日本女性会議2016秋田）
　主催　秋田市環境部
　協力　秋田市環境活動推進協議会
　日時　平成28年10月22日（土）午前８時30分～９時30分
　参加者　81名（会員25名、市職員等56名）

環境総務課

②　エコマップ作成 実績なし
環境総務課
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第２節　環境配慮対策
(1) 環境情報の整備と共有化

取組名 ２８年度の取組実績 担当課所室

①　「広報あきた」の発行 以下の号に特集（１ページ以上）として関連記事を掲載したほか、必要に応じて「不法投棄防止」 「全市一斉清掃」「環境イベント告知」などを通常
記事とし、「毎月の１人１日当たりの家庭系ごみ排出量」を広報表紙に月１回掲載した。
・特集記事
　平成29年２月17日号「平成27年度決算家庭ごみ処理手数料相当額編」

広報広聴課

②　市政番組の放送 環境をテーマにした番組を放送し広く市民にＰＲした。
【広報テレビ番組】
・15分番組（民放１局）
　平成28年９月放送　「これが「あきた次世代エネルギーパーク！」」
・５分番組（民放３局）
　平成28年４月放送　「市民リポーターが紹介 使用済み小型家電の回収・リサイクルにご協力を（再放送）」
　平成28年11月放送　「市民リポーターが紹介　水銀含有ごみの分別収集がスタート」「楽しく体験しながら考えよう！ゴミ減量アクション」
【広報ラジオ番組（民放２局）】
　平成28年９月放送　「木質ペレットストーブの設置補助とあきた次世代エネルギーパークについて」
　平成28年10月放送　「稲わら焼きはやめましょう」
　平成28年12月放送　「灯油タンクの点検などについて」

広報広聴課

③　環境情報の整備・提
　供

・ホームページ、広報、テレビ、ラジオ、新聞等を通じた情報提供の充実に努めた（環境部各課所）。
・「あきた次世代エネルギーパーク」について、ホームページに掲載し、周知を図った（環境総務課）。
・「秋田市環境基本計画年次報告書」を作成し、ホームページで公表した（環境総務課）。
・地球温暖化対策情報提供誌「ｅ－市民だより」を発行（６回）した（環境総務課）。
・小学生環境学習副読本「私たちのくらしとかんきょう」を作成し、市内の小学校等に配布した（環境総務課）。

環境総務課

④　地域防災計画策定
　事業【再掲】

地域防災計画を引き続きホームページで公開するなど、周知に努めた。 防災安全対策
課

(2) 環境配慮に係るしくみの整備

取組名 ２８年度の取組実績 担当課所室

①　大規模小売店舗立
　地法に基づく周辺環
　境配慮

大規模小売店舗立地法に基づく届出に対し、当該店舗の周辺の地域の生活環境の保持の観点から意見の有無を通知した。
・法第５条第１項　１件
　新設の届出　１件「意見なし」
・法第６条第２項　４件
　小売業者を行う者の閉店時刻の変更　１件

商工貿易振興
課

②　開発指導による環境
　配慮

開発行為の協議時において、開発工事中の環境保全対策を指導した。
平成28年度開発許可実績　14件 都市計画課
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(3) 環境に配慮したまちづくりの実践

取組名 ２８年度の取組実績 担当課所室

①　各種建設事業 将軍野地区コミュニティセンター大規模改修工事において、照明器具を消費電力の少ないＬＥＤ化した。
生活総務課

③　各種建設事業【再
　掲】

配水管整備事業や施設改良事業等を行った。
・舗装材(アスファルト)は再生材を使用し、取り壊しした舗装(アスファルト・コンクリート)は再生処理するなど、環境に配慮したまちづくりを実践し
た。
・主要な建設機械には、排ガス対策型や低騒音型を使用し、生活環境に配慮しながら工事を行った。

水道建設課

②　各種建設事業【再
　掲】

道路工事において、環境負荷の低減を図った。
・バックホウ等の施工機械について、排出ガス対策型とした。
・コンクリ－ト製品について、秋田県認定リサイクル製品（溶融スラグ入り）を活用した。

駅東工事事務
所

④　各種活性化事業 まちあかり・ふれあい推進事業
・町内自治活動助成金　28,447千円
・防犯灯電気料助成金　35,412千円
・灯具交換・補修費助成金　206千円
・町内防犯灯設置委託　5,508千円

生活総務課
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第５章　一人ひとりが秋田を知り、地球に学び、未来を想い、行動します
第１節　環境教育・環境学習

(1) 環境情報の収集と提供

取組名 ２８年度の取組実績 担当課所室

①　「広報あきた」の発行
　【再掲】

以下の号に特集（１ページ以上）として関連記事を掲載したほか、必要に応じて「不法投棄防止」 「全市一斉清掃」「環境イベント告知」などを通常
記事とし、「毎月の１人１日当たりの家庭系ごみ排出量」を広報表紙に月１回掲載した。
・特集記事
　平成29年２月17日号「平成27年度決算家庭ごみ処理手数料相当額編」

広報広聴課

②　市政番組の放送【再
　掲】

環境をテーマにした番組を放送し広く市民にＰＲした。
【広報テレビ番組】
・15分番組（民放１局）
　平成28年９月放送　「これが「あきた次世代エネルギーパーク！」」
・５分番組（民放３局）
　平成28年４月放送　「市民リポーターが紹介 使用済み小型家電の回収・リサイクルにご協力を（再放送）」
　平成28年11月放送　「市民リポーターが紹介　水銀含有ごみの分別収集がスタート」「楽しく体験しながら考えよう！ゴミ減量アクション」
【広報ラジオ番組（民放２局）】
　平成28年９月放送　「木質ペレットストーブの設置補助とあきた次世代エネルギーパークについて」
　平成28年10月放送　「稲わら焼きはやめましょう」
　平成28年12月放送　「灯油タンクの点検などについて」

広報広聴課

③　環境教育の実施 【自然に関わる体験活動を重点的に行っている学校】
　小学校　　95.2％　（42校中40校）
　中学校　　95.8％　（24校中23校）
【総合的な学習の時間に環境を学習課題としている学校】
　小学校　　71.4％　（42校中30校）
　中学校　　41.7％　（24校中10校）
【環境教育に関わる学校の取組状況とその成果】
・日常的なごみの減量や地域清掃、リサイクル活動で成果をあげている
　小学校　　92.9％　（42校中39校）
　中学校　　87.5％　（24校中21校）
・生活と自然環境との関わりをテーマにした調査研究や地域の方々との意見交換で成果をあげている
　小学校　　69.1％　（42校中29校）
　中学校　　66.6％　（24校中16校）

学校教育課

④　環境情報の整備・提
　供【再掲】

・ホームページ、広報、テレビ、ラジオ、新聞等を通じた情報提供の充実に努めた（環境部各課所）。
・「あきた次世代エネルギーパーク」について、ホームページに掲載し、周知を図った（環境総務課）。
・「秋田市環境基本計画年次報告書」を作成し、ホームページで公表した（環境総務課）。
・地球温暖化対策情報提供誌「ｅ－市民だより」を発行（６回）した（環境総務課）。
・小学生環境学習副読本「私たちのくらしとかんきょう」を作成し、市内の小学校等に配布した（環境総務課）。

環境総務課
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取組名 ２８年度の取組実績 担当課所室

【環境展】
　６月の環境月間行事の一環として、環境に関する市民の関心を高め、環境配慮行動を促すことを目的に、上下水道局で実施する「水道ふれあ
いフェア」と合同で「環境展」を開催した。
・日時　平成28年５月28日(土)午前10時～午後３時
・会場　ＪＲ秋田駅前大屋根下・アゴラ広場
・内容
　ごみ減量グッズが当たる！ガラポン抽選会、こども大声チャレンジ、不法投棄に関するパネル等の展示、監視カメラの展示、ごみ処理とリサイク
ル事業の紹介、緑のカーテンの紹介、ペレットストーブの展示、ｅ-市民制度紹介と新規募集

【親子環境教室】
　環境保全意識の醸成を図るため、一般市民参加型の環境教室を実施した。
・実施期間　平成28年７月１日～平成29年２月17日
・実施回数　６回
　　　　　　　①ホタル観察会（２回）
　　　　　　　②みなとの水質調査
　　　　　　　③エコ科学実験
　　　　　　　④身近なエネルギーにふれてみよう！
　　　　　　　⑤冬の自然観察会
・参加人数　170名（①87名、②18名、③29名、④16名、⑤20名）
・その他　②は海上保安部と共同で実施（乗車船の提供ほか）、③は秋田大学と共同で実施（会場の提供、学生指導者の派遣ほか）

⑥　環境学習サポート事
　業

児童、少年期においての環境保全に対する意識の醸成を図ることを目的に、小中学校に出前講座「環境学習サポート事業」を実施した。
・実施回数　40回（児童館、小学校、中学校）
・参加人数　1,683名
・内容　かんきょうについて考えよう！ほか、全10プログラム（選択型）

環境総務課

(2) 環境学習プログラムの整備と機会の充実

取組名 ２８年度の取組実績 担当課所室

①　子ども体験活動推進
　事業

公民館や市民サービスセンターにおいて、トレッキングやカヌー教室など、野外活動やものづくりなどの体験活動を実施した。（事業数10、参加延
べ人数788人） 生涯学習室

②　太平山自然学習セン
　ター運営事業【再掲】

小中学生の宿泊研修や自然体験活動等の主催事業を実施した。
※別添資料→42ページ

太平山自然学
習センター

③　体験学習やふれあい
　教室の実施

動物の飼育や園内管理作業を体験する「お仕事体験」や「インターンシップ」などの体験学習には、合計で87件、1,350人の参加があった。
また、来園者を対象に小動物とのふれあいを行う「なかよしタイム」には、開催244回で34,581人の参加があり、幼稚園や小学校などの申し込みに
よる「ふれあい教室」には、129件、4,079人の参加があった。

大森山動物園

⑤　環境学習推進事業

環境総務課
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取組名 ２８年度の取組実績 担当課所室

④　命のつなぎ（種の保
　存）事業活動【再掲】

・動物園内の自然沼、塩曳潟（しおひきがた）に生息する絶滅危惧種ゼニタナゴについて、 ＮＰＯ法人秋田水生生物保全協会、ボランティアの協
力により、沼の生息状況調査などを実施し20名の参加があった。
・ゼニタナゴの保全のために作製した池（保護池）の中で、173尾の稚魚を孵化させ、103尾を沼に放流した。
・同じ保護池の中でゼニタナゴが卵を産む貝の繁殖にも成功し、稚貝を含む278個を沼に放流した。
・シナイモツゴ用の保護池の中で、58尾の稚魚を孵化させ、49尾を沼に放流した。
・ゼニタナゴ保全活動の一環として、外来生物アメリカザリガニの駆除に努め、年間を通じて698尾を駆除した。
・大森山公園の自然の普及啓発を目的とした自然観察会を実施し21名の参加があった。

大森山動物園

⑤　環境教育展示 ・園内で実施している絶滅危惧種ゼニタナゴの保全活動の一環として、保護池で育成した10尾を園内水槽へ移入展示し、保全活動への理解を
求めた。
・比較展示を目的とし、絶滅危惧種のシナイモツゴとキタノアカヒレタビラについても、継続して飼育展示中である。
・西部市民サービスセンターにて、塩曳潟に生息する希少魚類３種の展示を開始し、地域の方へも保全活動への理解を求めた。

大森山動物園

⑥　農業体験学習推進
　対策事業

市内小学校で実施する農業体験学習等を支援してきたが、当初の目的を達成したことから平成25年度をもって事業終了した。
産業企画課

【環境展】
　６月の環境月間行事の一環として、環境に関する市民の関心を高め、環境配慮行動を促すことを目的に、上下水道局で実施する「水道ふれあ
いフェア」と合同で「環境展」を開催した。
・日時　平成28年５月28日(土)午前10時～午後３時
・会場　ＪＲ秋田駅前大屋根下・アゴラ広場
・内容
　ごみ減量グッズが当たる！ガラポン抽選会、こども大声チャレンジ、不法投棄に関するパネル等の展示、監視カメラの展示、ごみ処理とリサイク
ル事業の紹介、緑のカーテンの紹介、ペレットストーブの展示、ｅ-市民制度紹介と新規募集

【親子環境教室】
　環境保全意識の醸成を図るため、一般市民参加型の環境教室を実施した。
・実施期間　平成28年７月１日～平成29年２月１７日
・実施回数　６回
　　　　　　　①ホタル観察会（２回）
　　　　　　　②みなとの水質調査
　　　　　　　③エコ科学実験
　　　　　　　④身近なエネルギーにふれてみよう！
　　　　　　　⑤冬の自然観察会
・参加人数　170名（①87名、②18名、③29名、④16名、⑤20名）
・その他　②は海上保安部と共同で実施（乗車船の提供ほか）、③は秋田大学と共同で実施（会場の提供、学生指導者の派遣ほか）

⑧　市職員の環境教育 ・各課所室校の担当者（エコあきた日常推進員）に対し、秋田市環境配慮行動計画の取組状況および取組強化について周知した。
・文書一斉廃棄に際し、紙類の分別・リサイクルおよび使用量の節減について職員に徹底した。 環境総務課

⑦　環境学習推進事業
　【再掲】

環境総務課
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取組名 ２８年度の取組実績 担当課所室

⑨　環境学習サポート事
　業【再掲】

児童、少年期においての環境保全に対する意識の醸成を図ることを目的に、小中学校に出前講座「環境学習サポート事業」を実施した。
・実施回数　40回（児童館、小学校、中学校）
・参加人数　1,683名
・内容　かんきょうについて考えよう！ほか、全10プログラム（選択型）

環境総務課

⑩　資源集団回収事業 平成28年度の回収品目の単価。
　奨励金算出基礎　１～12月分
・実施回数割額　　450円／回（月２回以上実施した時は１回分とする）
・回収数量割額　　１Kg当たり雑誌・雑がみ　６円、その他の古紙　２円、その他　1.5円
・実施団体数　　　572団体
・集団回収回数　　4,990回

環境都市推進
課

(3) 人材の育成と連携の促進

取組名 ２８年度の取組実績 担当課所室

①　子ども体験活動推進
　事業【再掲】

公民館や市民サービスセンターにおいて、トレッキングやカヌー教室など、野外活動やものづくりなどの体験活動を実施した。（事業数10、参加延
べ人数788人） 生涯学習室

②　こどもエコクラブ事業 こどもが誰でも参加できる環境活動のクラブ。環境学習・環境保全などの活動を行っている。
・本市の状況
　こどもエコクラブ登録者　23クラブ（メンバー1,287人、サポーター184人、数値は１年間の平均値）

環境総務課
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第２節　地球環境問題
(1) 地球環境保全対策

取組名 ２８年度の取組実績 担当課所室

【環境展】
６月の環境月間行事の一環として、環境に関する市民の関心を高め、環境配慮行動を促すことを目的に、上下水道局で実施する「水道ふれあい
フェア」と合同で「環境展」を開催した。
・日時　平成28年５月28日(土)午前10時～午後３時
・会場　ＪＲ秋田駅前大屋根下・アゴラ広場
・内容
　ごみ減量グッズが当たる！ガラポン抽選会、こども大声チャレンジ、不法投棄に関するパネル等の展示、監視カメラの展示、ごみ処理とリサイク
ル事業の紹介、緑のカーテンの紹介、ペレットストーブの展示、ｅ-市民制度紹介と新規募集

【親子環境教室】
環境保全意識の醸成を図るため、一般市民参加型の環境教室を実施した。
・実施期間　平成28年７月１日～平成29年２月17日
・実施回数　６回
　　　　　　　①ホタル観察会（２回）
　　　　　　　②みなとの水質調査
　　　　　　　③エコ科学実験
　　　　　　　④身近なエネルギーにふれてみよう！
　　　　　　　⑤冬の自然観察会
・参加人数　170名（①87名、②18名、③29名、④16名、⑤20名）
・そ の 他　②は海上保安部と共同で実施（乗車船の提供ほか）
　　　　　　　③は秋田大学と共同で実施（会場の提供、学生指導者の派遣ほか）

②　酸性雨のモニタリン
　グ

酸性雨や酸性雪の実態を把握するため、降雨については市庁舎分館屋上、降雪については市営八橋球場において調査を実施した。その結果、
水素イオン濃度は加重平均値で降雨が5.2、降雪が4.6となっており、秋田市の降雨・降雪は、測定以来、酸性で推移している。 環境保全課

③　グリーン購入・グリー
　ン調達の推進【再掲】

【環境総務課】
・年間を通して、エコあきた行動計画に基づき、グリーン購入・グリーン調達を推進した。
・四半期に一度、実績について報告を受けている。
【契約課】
用品調達基金により購入している事務用品については、グリーン購入法適合品とした。
※別添資料→43ページ

環境総務課

④　海外交流都市との情
　報交換

各海外交流都市担当者との情報交換や、ホームページ等をとおして情報収集に努めた。
企画調整課

①　環境学習推進事業
　【再掲】

環境総務課
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(2) 地球温暖化の防止

取組名 ２８年度の取組実績 担当課所室

①　温暖化対策実行計
　画の推進・見直し

・エコあきた行動計画に基づき、市の事務事業に伴う温室効果ガス排出量の削減に努めた。
　平成28年度の排出量122,772t-CO２（平成24年度比5.7％削減）
・秋田市地球温暖化対策実行計画に基づき、本市事務事業および市民、市内事業者等に対し、地球温暖化対策を総合的に推進した。

環境総務課

②　市民版ＩＳＯの推進 ・各種啓発イベントでｅ－市民認定システムへの参加を呼びかけた。
・情報紙「ｅ－市民だより」を隔月発行し、市民への配布および公共施設への設置等により、ごみ減量、省エネ等に関する取組の啓発を行った。 環境総務課

③　低公害車導入・普及
　【再掲】

市民・事業者に率先して、公用車への低公害車導入を推進した。
　特殊車両を除いて算出した低公害車保有率は、平成27年度末時点では、63.0％（194台／308台）であったが、平成28年度末時点では64.0％
（194台／303台）と上昇している。
※別添資料→41ページ

環境総務課

④　エコドライブの推進
　【再掲】

エコドライブ講習会を開催した。
・開催日　平成28年５月20日(土)
・場所　秋田県警察運転免許センター
・参加者数　16名

環境総務課

⑤　グリーン購入・グリー
　ン調達の推進【再掲】

【環境総務課】
・年間を通して、エコあきた行動計画に基づき、グリーン購入・グリーン調達を推進した。
・四半期に一度、実績について報告を受けている。
【契約課】
用品調達基金により購入している事務用品については、グリーン購入法適合品とした。
※別添資料→43ページ

環境総務課

⑥　オフセット・クレジット
　制度活用推進経費

オフセット・クレジット制度活用推進経費
 本市の環境立市を具現化する行動として認証・発行したオフセット・クレジット（Ｊ－ＶＥＲ）販売を促進し収益化を図るとともに、これで得た収益を
活用した事業を実施することにより、持続可能な森林経営、森林整備の促進、市民に対する環境・地球温暖化対策の意識啓発を図った。
オフセット・クレジット　販売可能量　6,444t-ＣＯ２、販売量　12ｔ-ＣＯ２

農地森林整備
課

⑦　スマートシティ情報
　統合管理基盤の構築
　【再掲】

電力会社等から提供される市有施設全体のエネルギー使用データを分類、集計し、エネルギー使用量を管理した。
また、省エネの専門家に、市有施設の省エネ診断や設備運用アドバイス、機器調整を委託し、きめ細かな省エネを実施し、エネルギー削減に努
めた。

環境総務課

⑧　地域ＥＳＣＯ事業の導
　入【再掲】

平成24年度に省エネルギー改修等を行った市有４施設についてＥＳＣＯ事業を継続して実施した。
環境総務課
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平成２８年度　低公害車等保有・購入台数

保有
台数

購入
台数

保有
台数

購入
台数

保有
台数

購入
台数

保有
台数

購入
台数

保有
台数

購入
台数

保有
台数

購入
台数

１　低公害車（２～９）以外 28 0 46 2 35 1 109 3 204 1 313 4

２　燃料電池自動車 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

３　電気自動車 0 0 0 0 3 0 3 0 0 0 3 0

４　天然ガス自動車 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

５　ハイブリッド自動車 0 0 30 6 0 0 30 6 2 0 32 6

６　プラグインハイブリッド自動車 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 1 0

７　水素自動車 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

８　クリーンディーゼル自動車 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 1 0

９　低排出ガス認定自動車

(1) H21年10％低減(☆) 1 1 1 0 0 0 2 1 5 2 7 3

(2) H17年75％低減(☆☆☆☆) 2 0 41 1 37 4 80 5 31 5 111 10

(3) H17年50％低減(☆☆☆) 6 0 10 0 32 1 48 1 9 0 57 1

(4) H12年75％低減(☆☆☆) 2 0 5 0 0 0 7 0 2 0 9 0

(5) H12年50％低減(☆☆) 3 0 0 0 5 0 8 0 4 0 12 0

(6) H12年25％低減(☆) 5 0 4 0 5 0 14 0 1 0 15 0

小計（低公害車） 19 1 93 7 82 5 194 13 54 7 248 20

合　　　計 47 1 139 9 131 28 303 16 131 28 561 24

特殊自動者等 合計小計貨物自動車 乗合・乗用 軽自動車
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事業名 主な内容 期日等 対象等 人数

○宿泊利用 75校 5,249人

○日帰り利用 1校 13人

76校 5,262人

宿泊利用 41団体 1,900人

日帰り利用 24団体 1,093人

65団体 2,993人

まんたらめ熟年塾
はじめてのガーデニング

花作りの講話、実技 4月24日 一般 9人

まんたらめ
春のファミリーハイキング

リゾート公園内ハイキング 中止 家  族 0人

まんたらめ
太平山前岳登山

太平山前岳登頂 5月29日 一　般 19人

まんたらめ
夏のファミリーキャンプ

テント設営体験、バングークラフト作り
7/23
～24

家  族 32人

まんたらめ
チャレンジキャンプ

太平山奥岳登山、野外炊飯、テント泊、バーム
クーヘン作り

8/9
～11

小学５・
６年生

7人

まんたらめ
ちびっこキャンプ

花公園ハイキング、妙見山登山、木の実・木の
葉のクラフト、きりたんぽ作り

10/8
～9

小学１・
２年生

23人

まんたらめ
大人のキャンプ

テント設営体験、野外炊飯、ナイトハイク、ピザ
作り

中止 一  般 0人

まんたらめ
秋のファミリーキャンプ

紅葉ハイキング、草木染め体験、ピザ作り
10/ 22
～23

家  族 26人

まんたらめ
ウィンターキャンプ

うどん打ち、館内テント泊、スノーキャンドル作
り、スノーシュー体験、餅つき体験

 1/ 6
～ 7

小学３・
４年生

22人

まんたらめ
中学生交流キャンプ

スノーシュー体験活動、やきいも作り、意見交
流会、

 1/14
～15

中学１・
２年生

5人

まんたらめ
スノーウォーキング

スノーシューでトレッキング  1/22 一  般 16人

まんたらめ
冬のファミリーキャンプ

スキー教室、スノーキャンドル作り、餅つき体験
 2/18
～19

家　族 24人

183人

学校利用説明会、運営協議会、ボランティア
指導・講師

212人

8,650人

  4/1
～3/31

計

計

○野外活動(テント設営、野外炊飯、オリエン
テーリング、キャンプファイヤー、登山）
○自然観察(動植物の観察、天体観測)
○創作活動(クラフトづくり)

一
般
利
用

総合計

主
催
事
業

学
校
教
育
利
用 計

○野外活動(テント設営、野外炊飯、オリエン
テーリング、キャンプファイヤー、登山）
○自然観察(動植物の観察、天体観測)
○創作活動(クラフトづくり)

  5/10
～2/22

そ  の  他
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（別紙） 

秋田市役所環境配慮行動計画の取組実績について 

 

 本市では、地球温暖化対策の推進に関する法律（平成 10 年法律第 117 号）お

よび環境基本条例（平成 11 年秋田市条例第 15 号）等に基づき、秋田市役所環境

配慮行動計画を策定し、自らの事務事業における燃料使用量等を、平成２４年度

を基準として、平成２８年度までの４年間で４％以上、かつ毎年、対前年度比

１％以上の削減を目標として取り組んでいます。 

 

１ エネルギー等の使用状況 

前年度比で、電気、ガスおよび石油類が目標の１％以上の削減ができなか

ったが、基準年度比では、ガス以外の項目で目標を達成している。 

 (1) 実績値 

年度 

項目 
Ｈ２４年度 Ｈ２７年度 Ｈ２８年度 

電気使用量 68,988 千 kwh 63,647 千 kwh 64,695 千 kwh 

ガス使用量 2,210 千ｍ３ 2,086 千ｍ３ 2,184 千ｍ３ 

灯油・重油使用量 4,115 kl 3,704 kl 3,790 kl 

公用車燃料使用量 462 kl 394 kl 392 kl 

水道使用量 693 千ｍ３ 624 千ｍ３ 592 千ｍ３ 

ごみ排出量 1,734 t 898 t 848 t 

コピー用紙購入量  57,826 千枚 55,657 千枚 53,826 千枚 

 (2) 比較 

年度 

項目 

前年度比 

（目標１％以上） 

Ｈ２４年度比 

（目標平成２８年度

までに４％以上） 

電気使用量 １．６ ％   ―６．２ ％   

ガス使用量 ４．７ ％   ―１．１ ％   

灯油・重油使用量 ２．３ ％   ―７．９ ％   

公用車燃料使用量 ―０．０ ％   ―１５．０ ％   

ごみ排出量 ―５．７ ％   ―５１．１ ％   

水道使用量 ―５．１ ％   ―１４．６ ％   

コピー用紙使用量 ―３．３ ％   ―６．９ ％   
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２ 温室効果ガス排出量 

エネルギー使用による温室効果ガスの排出量は減少したが、総合環境セン

ターのプラスチック類の処理量増加により、前年度比で２．３％増加した。 

 (1) 実績値 

年度 

項目 
Ｈ２４年度 Ｈ２７年度 Ｈ２８年度 

温室効果ガス排出量 130,416 t-CO2 127,405 t-CO2 122,772 t-CO2 

 (2) 比較 

年度 

項目 

前年度比 

（目標１％以上） 

Ｈ２４年度比 

（目標平成２８年度

までに４％以上） 

温室効果ガス排出量 ―３．６ ％ ―５．９ ％ 

 

３ 環境配慮物品調達（グリーン物品調達） 

グリーン購入調達目標を設定している５品目に対し、３品目において目標

を達成した。 

特定調達品目 調達目標 調達率 達成の可否 

紙類 ９５ ％ ９６ ％ ○ 

文具類 ９０ ％ ９０ ％ ○ 

ＯＡ機器 ９５ ％ ９６ ％ ○ 

照明 ７０ ％ ９０ ％ ○ 

制服・作業服 ９５ ％ ９４ ％ × 
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